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 1988年設立の米国NPO。現在、世界に60以上の支部

光害に関する様々な活動（フィールド調査、星空保護
区認定制度、条例制定支援、啓発キャンペーン etc.）

 メンバーは天文関係者を中心に、照明技術者、環境学
者、教育者、法律家など多岐にわたる

https://darksky.org/



IDA制作、6分半

https://idatokyo.org/?p=287

ドーム版・フラットスクリーン版

サイトから無料でDL、上映可能



認定には、
 屋外照明に関する厳格な基準のクリア
 暗い夜空を保護する地域の取り組み
 人々がその夜空を体験できる環境整備 等が求められる



ダークスカイパーク７２、ダークスカイリザーブ１３ 計121ヶ所
ダークスカイコミュニティ２２、ダークスカイサンクチュアリ１０
ディベロップメント４ 2019.7.6現在



1. ダークスカイ・コミュニティ International Dark Sky Communities [22ヶ所]

町や市といった自治体単位が認定対象。質の良い屋外照明の使用に関する条例の
施行、光害についての活発な教育啓発活動、地域住民の夜空保護への支援など、
優れた取り組みが実施されており、周辺地域への模範となる地域。

全てのカテゴリーの認定地を総称して、国内では「星空保護区」と表記しています

2. ダークスカイ・パーク International Dark Sky Parks [72ヶ所]

自然公園・森林公園・エコパーク等として運営されている場所が認定対象（公有地・
私有地を問わず）。自然保護のために質の良い屋外照明を使用し、非常に暗い環境
と美しい星空が保たれており、ビジターに対して星空観察や自然観察のイベント、光
害に関する教育プログラムなどを提供している場所。

3. アーバン・ナイトスカイプレイス Urban Night Sky Places [0; 2018新設]

暗い夜間環境を保護・推進するための優れた取り組みをしているが、近隣の明るい
都市の影響により他のカテゴリーでは認定が受けられない場所（都市公園、広場、
展望台など）。光害に配慮した質の良い屋外照明利用の模範となり、その普及を促
すとともに、都市の人々が星空を楽しめる場所を提供することを目的とする。

4. ダークスカイ・リザーブ
5. ダークスカイ・サンクチュアリ

面積要件700km2以上、国内では非現実的



 申請主体が設置する屋外照明に対し、以下を定める
指針が運用されていること。

 500ルーメン以上のランプは、完全遮蔽タイプの器具
を使用し、遮蔽を使用しない場合は、センサーやタイ
マーによって点灯を最小限にする。

 ランプの色温度は3000K以下。
（申請時点で既存の67%以上が基準に準拠し、さらに認
定後5年以内に90%、10年以内に100%が準拠すること。）

 光害防止の意識醸成を図るイベント（星空観望会な
ど）が定期的に実施されていること。

 夜空の明るさを継続的に測定すること。



 星空、環境に対する国際ブランドの獲得
世界基準での評価を得ることで、地域の新たな価値が国内外に知れ渡ると
ともに、住民の地域に対する誇り、ロイヤルティ向上に繋がる。

 メディアの注目、観光産業への効果
国内では希少な星空保護区としてメディア露出が増え、星空が地域の観光
資源・財産となる。特に、宿泊を伴う滞在型観光に高い効果が得られる。

 新たな環境問題に積極的に取り組む地域としての評価
国内ではまだ認知度が低いが、今後のまちづくりのスタンダードとなっていく
と予想される「光害対策」に先進的に取り組む地域として評価される。

 自然環境、星空環境の将来世代への継承
都市部ではすでに失われてしまった美しい星空・自然環境を、次世代・将来
世代の子供たちまで残していくことができる。







星空保護区認定制度

https://idatokyo.org/hogoku

IDA（英語サイト）

https://www.darksky.org/
→ OUR WORK
→ International Dark Sky Places

ご清聴ありがとうございました


